
海匝地域・職域連携推進事業（食とメンタル）について
【平成３０年～令和４年までの計画】

【テーマ】生活習慣病対策（野菜摂取促進と減塩の推進）と心の健康づくり

【地域の健康課題】
▷脳血管疾患や糖尿病等の生活習慣病による死亡率が千葉県と比較して高い

生活習慣病予防に効果があるとされている野菜の摂取及び減塩に取り組む
▷４０～６０歳代の男性の自殺者数が千葉県と比較して高い傾向にある

職域でのメンタルヘルス対策の啓発を強化する

【実施体制】
海匝地域・職域連携推進協議会：各市健康増進担当課・労働基準監督署・管内商工会議所・管
内事業者代表・農業協同組合・漁業協同組合・各市医師会・管内歯科医師会・管内薬剤師会・管
内栄養士会・管内調理師会・管内食生活改善協議会・大学講師

「やさ・しー・い食の応援店」認定と推進
生活習慣病予防対策の一環として、野菜摂取促進・減塩に取り組む「やさ・しー・い食の応援
店」事業を継続して周知啓発活動を行い、認知度の向上と店舗の増加を図る。

銚子市内４１店舗
飲食店３７
販売店 ４

旭市内 ３０店舗
飲食店２６
販売店 ４

匝瑳市内３６店舗
飲食店２９
販売店 ７

登録店舗数
（令和４年９月３０日現在）
管内３市合計１０７店舗

目標 ２００店舗以上

１ 生活習慣病対策(野菜摂取促進と減塩の推進）

認定店舗のステッカー

【認定店舗の登録状況】

２ 地域と職域のうち、ストレス対策の啓発強化）

【職域におけるメンタルヘルス対策の推進】

働き盛り世代のメンタルヘルス対策推進のため、所属する企業等においてメンタルヘルスによ
る悩みをもつ職員に適切に対応できるよう「気づき」「寄り添う」スキル獲得を目指し、将来的に
は関係機関にスムーズに「つなげる」ことができるような地域・職域の連携体制構築に向けた研
修会を開催する。

全国労働衛生週間説明会において、企業担当者(総務関係職員)を対象に衛生講話を実施
「職場のメンタルヘルス対策と海匝地域・職域連携推進協議会(作業部会）の取り組み
～気づき、寄り添い、つなげる～」
令和４年９月６日(火）、７日（水）４５社参加

【相談窓口の周知】

メンタルヘルスに関する情報を働く人たちに情報提供し
セルフケアや職場内での対応に関心をもってもらう。

ここらく健康通信海匝！の発行
各相談窓口の案内を掲載し、広く周知する。

議題２



海匝圏域精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業

「海匝圏域精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業」の構成する機関と
して継続するためのしくみづくりを支援している。

海匝圏域精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築会議資料

R4 海匝ピアサポート伝説(第一章)
ピアサポートのリアルを語る会(職員講座)

海匝圏域精神障害にも対応した
地域包括ケアシステム構築推進事業

参加事業所にて作成

海匝圏域資源マップ（R3.9作成）


